
　11 月３日（日）に、令和元年度の気仙沼市津波総合防災
訓練を実施しました。この訓練は、東日本大震災の災害経
験をもとに、今後も起こりうる大規模地震・津波に備える
ため、市および消防本部と防災関係機関、地域住民が一体
となって各種訓練を行い、災害に対する防災体制の確立と
防災意識を高めることを目的とし、11 月５日の「津波防災
の日」に合わせて毎年行っています。
　今回の訓練では、「三陸沖を震源とするマグニチュード
9.0と推定される地震発生、大津波警報発表。また、大雨に
よる土砂災害の危険」という想定で行いました。
　各地区で行われた避難訓練では、気仙沼警察署、気仙沼
海上保安署、気仙沼市消防団、その他の防災関係機関に加
え、電力・通信関係や交通関係機関のほか、企業・団体や学
校、多くの市民の皆さんが参加し、被害状況の収集と伝達、
災害時の動きを確認しました。メイン会場となった松岩中
学校では、松岩小・中学校の児童・生徒が34人参加し、避難
所開設・運営訓練を行ったほか、ライフライン復旧、炊き出
し・給水訓練、ヘリによる救助訓練なども行いました。




